青色回転灯装備車について（手続きの流れ）申請版
（磐田市自治会連合会）
その１　（　申請者　⇒　市　）
≪必要なもの≫

①車検証の写し（コピーでOK　白黒可）原本は預からない
②免許証の写し（コピーでOK　白黒可）

③承諾書　（要認印）
（所有者の名前はリースの場合、使用者の名前で記入する）

④青色回転灯およびマグネットを付けた車の写真（事務局で撮影。車を持ってきてもらい、仮の青色回転灯、マグネットを装着して写真を撮影する。４方向、カラー）
・推薦書･･･申請者が自治会長または防犯委員の場合は不要

その２　（　市　⇒　警察　）
上記書類を決裁後、磐田警察署２階生活安全課へ提出する
その３　（　警察　⇒　市　）
警察から、許可証（静岡県警察本部許可）と許可標章（A5版オレンジ色の枠）を受け取る（1～1.5ヶ月程度かかることも）
その４　（　申請者　⇒　市　）
県警から許可がおりたことを申請者へ連絡。車検証記載変更に必要なものを持ってきてもらう。
≪必要なもの≫

①車検証の原本と認印を持参する⇒車検証の原本を預かり、コピーを渡す
②委任状（運輸局）または申請書（軽自動車協会）に署名・印をもらう

その５　（　市　⇒　運輸局・軽自協会　）

必要書類を作成し、運輸局※１または軽自協会※２に車検証の書き換えの申請に行く

※１中部運輸局静岡運輸支局浜松自動車検査登録事務所･･･浜松市東区流通元町11番1号

※２軽自動車検査協会静岡事務所浜松支所･･･浜松市東区貴平町字沖ノ宮５６３番地

その６　（　市　⇒　申請者　）

車検証が完成した旨を申請者へ連絡。

車検証と警察許可標章を渡す。必要に応じて青色回転灯とマグネット２枚を貸与します。
【注意事項】
①青パトを実施するときは標章を自動車の後方から見えるように掲示する
②車の所有者が変更する場合（車を売る、廃車にする）あるいは、青パトをやめる場合には、標章を警察に返却。また、車検証に記載されている「自主防犯活動用自動車」の文字を削除する必要がある
③青色回転灯とマグネットは磐田市自治会連合会からの貸与品である
★青色回転灯装備車　新規登録の流れ
申請者　　　　　⇒　市
①車検証の写し
②免許証の写し　　　　　　　　
③承諾書　（要認印）
④車の写真(4方向カラー)　　　 
※推薦書（申請者が地区長、自治会
長または防犯委員の場合は不要）





申請者　　　　　⇒　市

①車検証の原本

②委任状（記入、押印）の提出

※車の所有者が会社の場合

委任状は会社名・代表者・社印になります。
市が自治会連合会事務局として


磐田警察署に書類提出














警察⇒市


許可証（静岡県警察本部許可）


許可標章（A5版オレンジ色の枠）





市⇒申請者へ連絡


警察の許可が下りると、車検証の記載事項変更の手続きを連絡する





ここまででおおむね１か月～１．５か月かかる（年度末、初めは２か月の場合もあります）





市⇒運輸局・軽自動車協会


・車検証原本


・委任状　など申請書類を提出





１週間程度





市⇒申請者へ連絡


車検証の記載事項変更手続きが終了したら申請者に連絡する











